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夕張は今…三者協議0夕張市の概要ほか

者
協
議
結
果
概
要

ら
、
ズ
「

集
団
的
自
衛

権
や
秘
密
保
護
法
な
ど

の
情
勢

の
中
で
　
新

し

い
運
動

の
状
況
も
生
ま

れ
て
い
る
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

道
本
部

の
■
藤
会
長

や
市
長

の
メ

ッ
セ
ー
ジ

第
５
６
回
新
日
本
婦
人
の
会
夕
張
支
部
大
会

『女
性
の
願
い
で
高
福
祉
社
会
の
実
現
を
！
』

口
刀

７

日
、

は
ま

な

す

会

館

に

お

い

て

第

郎
回
新

日
本

婦

人

の

会
夕
張
支
部
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

久
世
″
公
子
志
部
長

か
ら
、
「
高
齢
化

の
進
む

夕
張
で
暮
ら
し
を
良
く

す
る
た
め
に
様

々
な
活

動
を
し
て
き
た
　
年

で

し
た
．
来
年
も
■
た
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓

の
労
連

議
長
簡
井
勇
治
さ
ん
か

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
を
は
る
か
に

超
え
る
参
加
者

で
　
今

年
度

の
活
動
を
振
り
返

り
、
次
年
度

へ
の
課
題

が
示
さ
れ
た
議
案
が
八

認
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
の
部
で
は
「
地

域

の
班
が
高
齢
者
だ
け

ど
生
き

い
き
活
動
で
き

る
の
は
戦
争
体
験
が
底

力
に
な

っ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
く
大
型
紙
芝
居

で
は
、
国
政

の
問
題
点

を
百
確
認
し

「
選
挙
で

は
自
分
た
ち

の
願

い
が

属
く
議
員
や
政
党
を
選

ば
な
け
れ
ば
―
」
と
そ

れ
ぞ
れ
の
胸
に
届
く
内

容

で
し
た
。

最
後
に
く
ま
が
い
桂

子
市
議

は
、
『
夕
張

の

今
』
と
題
し
て
　
」中
が

開
催
し
た

「
ふ
れ
あ

い

ト
ー
ク
」

の
資
料
を
使

っ
て
ス
ラ
イ
ド
を
■
映

し
な
が
ら
説
明
し
ま
し

た
。
（
以
ド
概
要
）

■
Ｈ

２６
年
度

予
算
は

財
政
再
生
計
画
の
実
質

５
年

日

（
財

政

再
建

計

画
か
ら
は
通
算
実
質
８

年
同
）

■
『
国
、
北
海
道
　
及
び

夕

張
市

の
二
者
協

議
』

に
課
題
登
録
し
た

７０
項

日
の
う
ち
、
”
項

日
を

予
算
に
反
映
。

■
職
員
２
名
の
追
加
採

用
と
、
期
末
勤
勉
手
当

の
支
給
額
算
定
見
直
し

■
市
営
再
編
住
宅
Ⅱ
期

■
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想■
初
期
救
急

医
療
の
確

保■
公
園
施
設
の
補
修

■
橋

の
長

寿
命

化

■
一

検

柿
修

架
替
）

■
耐
震
診
断

■
し
尿
処
理
場
閉
鎖
に

と
も
な
う
維
持
管
理

■
炭
鉱
生
活
館
解
体

■
ＩＨ
富
野
性
芥
焼
却
場

解
体
■
行
政
執
行
体
制
の
確

保■
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
の
実
現

■
ズ
リ
採
取
な
ど
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用

■
夕
張
メ
ロ
ン
ブ
ラ
ン
ド

に■
公
共
施

設
老
朽

化
対

策■
地
域

住

民

の
集

会

施

ユ贅

の
光
熱
費
補

助

２、夕
張
市
の現
在
の概
況

■
地
方
交
付
税
と
日

道

文
出
企
ｒ
Ｄ
割
２
成
入

■
人

口
９
月

末

現

在

９
５
８
４
名
。
一出
齢
化
率

４７
　
２
％
、
生
産

年
齢

人

口

４６

９
％
、
‐５
歳

未
満
人

口
６
％

■
公
困

５４
箇
所
、
生
活

館

集

会

場

２４
か
所

、

市

道
営
住
宅
３
６
２
８

戸

（内
１
０
ヱ
Ｐ
が
建
朴

真

谷
地
集
約

１
０
■
月

ｌ
Ｈ
“
年
度
末
予
定
）

■
約

１２
万
人
の
人

口
を

基
準
と
し
た
施

設
配
置

が
手
つ
か
ず
の
ま
ま

３
、
子
ど
も
子
育
て
の

現
状
と
課
題

■
放
課
後
や
休

日
の
居

場
所
や
公
国
が
な
い

日
長
距
離

通
学
に
よ
る

様

々
な
制
限

■
医
療
体
制
の
不
安

■
保
育
体
制
の
人
整
備

■
子
育

て
世
代
で
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求

め
る
声
が
多

く
　
人

口

流
出
の
要
因
の
一
つ

４
、
交
通
政
策

ロ
デ
マ
ン
ド
交
通

（
電
話

ｍ

予
約
運
行
の
定
員

１０
人

ｃ。

暑
‐この」凱
馳
鵬

査
を
終
え
実
証
試
験
Ю

に
向
け
協
議
中
　
　
　
　
ｂａｕｙ

５
、
医
療
政
策

抑

■
市
立
診
療
所
は
①
準

ａｉｌ

形
外
科
の
充
実
②
病
床

輌

”
床
老
健

“
床
を
維

ｅ

持
、
③
初
期
救
急
医
療

０９７

の
中
心
①
市
内
医
療
機

２．３

関
と
の
連
携
等
の
条
件

・５

を
満
た
す
医
療
施
設
を

‐２

Ｈ
′
年
度
に
公
募
し
　
”

郷圏「『
年度までに
蘭
Ｔ

★
最
後
に
く
ま
が
い
市
↑

編継卿点「釧併飾り機、い

螂疇一讐噛̈
一嗚赫̈

帥曜̈
ｒ】藤〆脚脚
紅

費
を
削
減
。
年
金
に
も
に

は≒隊鵬籍れ」時降一轟

晟蜘患断郷」涎蠅蜻乱
靡

生
計
画
を
続
け
る
の
か

タ

が
問
わ
れ
て
い
る
」―
と
期

締
め
く
く
り
ま
し
た
。　
　
枠却
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Ｄ　
夕
張
の
子
ど
も
の

Ⅲ
未
来
を
考
え
よ
う
‥

夕張歴颯散歩⑬

くずさんの

夕
張

・
飯
場
と
坑
夫
　
③

ち

ょ

っ
と
道
草
を

久
し
ぶ
り
に
末
広
墓
地
を
歩
き
　
回
太
郎

の
墓
を

探
し
て
み
ま
し
た
。

た
し
か
　
友
子
の
頭
　
飯
場
の
規
方
だ
け
あ

っ
て

周
囲
を
圧
す
る
大
き
な
も
の
で
　
正
面
に
松
尾
同
太

郎
之
墓
と
刻
し
て
い
た
　
と
記
憶
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
こ
に
見
た
の
は
、
黒
御
影
の
真
新
し
い
お

菫
で
し
た
。
な
ん
と
改
修
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

正
面
は

「松
尾
家
累
代
之
卓
」
と
あ
り

一晏
面
に
　
明
治
四
十

一
年
人
月
　
建
之
　
松
尾

ハ
ル

平
成
ニ
ト
ニ
年
人
月
　
改
葬
　
松
尾
興
吉

松
尾
定
治
　
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
墓
誌
に
は
、
松
尾
国
太
郎
　
明
治

四
十

一
年
二
月
二
十
人
口
　
四
十
七
才

と
あ
り
ま
し
た
。
今

の
時
代
か
ら
み
る
と
随
分
早
死
に
み
え
ま
す
。
働
き
盛
り
だ

っ

た
で
し
ょ
う
。

ま
た
そ
こ
に
は
建
立
し
た

ハ
ル
の
名
が
な
く
　
松
尾
興
吉
は
改
修
を
し
た
翌
平
成

二
十
二
年
七
月
、
九
千
二
才

で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
松
尾
定
治
は
，
在
何
歳
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
国
太
郎

の
子
孫
と
し
て
０
余
年

の
歴
史
を
み
た
思

い
で
す
。

お
基
は
，
派
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
　
そ

こ
に
は
明
治

の
風
が
吹

い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治

の
風
と

い
え
ば
、
多
く
の
友
子

の
墓
が
倒
れ
壊
れ
消
え
て
い
ま
す
。

「
わ
が
夕
張
」
＾
働
く
も

の
の
歴
史
を
記
録
す
る
会
　
編
）
に
は
、
友
子
坑
夫

の
墓

の
調
査
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
．
文
字
通
り
地
を
這
う
よ
う
な
調
査

の
結
果
、
百
＋

一
基

の
墓
石
を
発
見
し
、
墓
名
簿
を
作

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も

随
分
と
消
え

て
い
ま
す
。
今

回
だ
け
で
も
、
卓
木

の
中
に
倒
れ
て
い
た
墓
が
い
く

つ

か
目
に
付
き
ま
し
た
。
急

い
で
保
存

の
手
を
打
た
な

い
と
歴
史
的
価
値
を
ど
ん
ど
ん

失

っ
て
し
ま

い
ま
す
．
焦
意

に
駆
ら
れ
ま
す
。

倒れている

友子の墓 1

松尾 国太郎の墓 ,

ビ子が
いな,も

濾
職
業
教
育
は
小
学

１
年
生
か
ら
始
ま
る

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
フ

エ
イ

ス
ブ

ツ
ク
で
　
コ
ア
ン
マ
ー
ク
が
超
福
祉
大
国
に

な

つ
た
こ
れ
だ
け
の
理
由
」
ヶ
ン
ジ
　
ス
テ
フ
ア
ン
　
ス
ズ
キ
　
ム
ロ
同
出
版
―
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
す
　
「教
育
、
職
業
お
よ
び
労
働
市
場
の
知
識
」
と
い
う
科
日
が
義
務
教
育

期
間
の
必
修
科
目
で
す
。

１
年
生
～
３
年
生
の
段
階
は
　
日
常
生
活
や
ク
ラ
ス
で
の
体
験
を
題
材
に
し
て

の
討
論
。
た
と
え
ば
選
挙
を
テ
ー

マ
に
多
数
決
の
意
味
　
自
分

の
意
思
を
伝
え
、

相
手
の
意
見
を
聞
き
、
合
意
を
見
出
す
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
．
両
親
の
仕
事
、
男

子
と
女
子
の
役
割
、
社
会
と
の
つ
な
か
り
も
。

４
年
生
～
７
年
生
の
段
階
で
は
、
地
元
で
の
進
学
　
就
職

の
可
能
性
、
起
業
す

る
こ
と
　
若
者
が
働
く
環
境
　
権
利
　
将
来
の
計
画
な
ど
の
テ
ー

マ
で
討
論
。
メ

デ
イ
ア
か
ら
の
情
報
収
集

の
し
か
た
　
メ
デ

ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

＾
メ
デ
ィ
ア
を
批

判
的
に
見
る
教
育
と
読
み
解
く
能
力
）
教
育
．

８
年
生
～
１
０
年
生
ま
で
の
段
階
は
　
外
国
で
の
就
学
と
職
業
の
可
能
性
、
自

己
の
教
育
計
画
と
そ
れ
に
向
け
た
行
動
計
画
の
作
成
、
働
く
こ
と
の
価
値
と
心
構

え
、
失
業
と
仕
■
が
な
く
な

っ
た
時
の
対
処
法
な
ど
。
具
体
的
な
技
術
と
し
て
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
　
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
　
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
使

い
方
、
履
歴
書
　
求
職
書

の
普
き
方
　
起
業
と
経
営

の
実
際
．

ま
た
　
政
治
，
テ
ラ
シ
ー

（政
治
を
批
判
的
に
見
る
教
育
と
読
み
解
く
能
力
）

教
育
も
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
　
国
民

主^
権
者
）
と
し
て
の
意
識
も
高
く

政
治
家
の
人
気
は
５
位
　
平
均
投
票
率
は

９。
％
。

こ
う
や

つ
て
　
一尚
福
祉
の
国
が
作
ら
れ
て
き
た
の
か
と
　
目
が
覚
め
る
思

い
で

し
た
。
さ
て
、
７。
％
の
国
民
が
メ
デ
ィ
ア
に
誘
導
さ
れ
る
と
い
う
日
本
　
今
後
の
教
育

改
革

の
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
れ
．
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